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平
成
と
い
う
時
代
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
平
成
元
年
（
１
９
８
９

年
）
か
ら
平
成
31
年
（
２
０
１
９

年
）
の
30
年
余
り
、
我
が
国
の
金
融

界
に
と
っ
て
は
、
激
動
の
乱
世
だ
っ

た
と
感
じ
ら
れ
る
。
一
例
を
あ
げ
れ

ば
、
平
成
元
年
に
13
行
存
在
し
た
都

市
銀
行
が
メ
ガ
バ
ン
ク
３
行
と
り
そ

な
グ
ル
ー
プ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
中
小
・
地
域
金
融
機
関
に

お
い
て
も
合
従
連
衡
が
著
し
く
、
市

場
か
ら
退
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
淘

汰
さ
れ
た
金
融
機
関
も
数
多
存
在
す

る
。
筆
者
は
、
平
成
２
年
に
弁
護
士

登
録
を
し
て
、
金
融
機
関
を
主
た
る

顧
客
と
す
る
法
律
事
務
所
で
弁
護
士

業
を
遂
行
し
て
き
た
。
特
に
、
大
激

動
の
90
年
代
を
主
に
民
事
保
全
・
訴

訟
・
執
行
の
現
場
で
体
験
し
て
い

る
。
以
下
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
平

成
30
年
ま
で
金
融
法
務
を
中
心
に
本

号
と
次
号
に
わ
た
っ
て
振
り
返
っ
て

み
た
い
。

な
お
、
本
論
稿
の
内
容
は
筆
者
の

個
人
的
な
意
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
筆
者
が
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
組
織

や
団
体
等
の
見
解
で
は
な
い
こ
と
に

留
意
さ
れ
た
い
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

平
成
元
年
は
、
12
月
22
日
に
民
事

保
全
法
（
平
成
元
年
法
律
第
91
号
）

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
除
い
て
立
法

や
金
融
行
政
に
大
き
な
変
革
は
な
か

っ
た
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
象
徴
と
い

う
べ
き
東
京
証
券
取
引
所
の
大
納
会

（
12
月
29
日
）
に
日
経
平
均
株
価
が

３
万
８
９
１
５
円
と
い
う
最
高
値
を

つ
け
た
。
こ
の
高
値
は
現
在
も
破
ら

れ
て
い
な
い
。
翌
年
に
は
半
減
す
る

も
の
の
、
金
融
業
界
を
は
じ
め
国
全

体
が
バ
ブ
ル
経
済
に
酔
っ
て
い
た
。

〈
判
例
〉

●
抵
当
不
動
産
の
賃
料
債
権
に
対
す

る
抵
当
権
者
の
物
上
代
位
の
可
否

（
最
判
平
成
元
・
10
・
27
民
集
43

巻
９
号
１
０
７
０
号
、
金
融
・
商

事
判
例
８
３
８
号
３
頁
）

抵
当
不
動
産
が
賃
貸
さ
れ
た
場

合
、
抵
当
権
者
は
民
法
３
７
２
条
、

３
０
４
条
の
規
定
の
趣
旨
に
従
い
、

賃
借
人
が
供
託
し
た
賃
料
の
還
付
請

求
権
に
つ
い
て
抵
当
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

目
的
不
動
産
に
対
し
て
抵
当
権
が

実
行
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
実
行

の
結
果
、
抵
当
権
が
消
滅
す
る
ま
で

は
、
賃
料
債
権
に
対
し
て
も
抵
当
権

を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
判
例
は
、
当
時
大
き
な
話
題

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
首
都
圏
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
賃

料
が
バ
ブ
ル
経
済
に
よ
っ
て
高
騰
し

た
こ
と
か
ら
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

後
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
に
抵
当
権
を
設

定
し
た
金
融
機
関
に
よ
る
債
権
回
収

に
大
い
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

３
月
27
日
に
大
蔵
省
銀
行
局
長
か

ら
「
土
地
関
連
融
資
の
抑
制
に
つ
い

て
」（
蔵
銀
第
５
５
５
号
）
と
題
す
る

通
達
が
金
融
機
関
の
団
体
宛
に
発
出

さ
れ
た
。
翌
年
か
ら
始
ま
っ
た
バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
の
直
接
的
な
引
金
と
な

っ
た
い
わ
ゆ
る
「
総
量
規
制
通
達
」

で
あ
る
。

こ
の
通
達
の
目
的
は
、
土
地
に
対

す
る
異
常
な
投
機
取
引
を
鎮
静
化
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
不

動
産
向
け
融
資
の
伸
び
率
を
総
貸
出

の
伸
び
率
以
下
に
抑
制
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
不
動
産

業
、
建
設
業
お
よ
び
ノ
ン
バ
ン
ク
に

対
す
る
融
資
実
態
の
報
告
を
金
融
機

関
に
求
め
て
い
る
。

こ
の
通
達
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
金
融
機
関
の
不
動
産
関
連
融
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１
　
は
じ
め
に

河
原
「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
８

『
Society5.0』『
デ
ー
タ
駆
動
型
社

会
』へ
の
変
革
」の
中
で
は
、中
小
企

業
支
援
機
関
の
強
化
と
し
て
、
｢金

融
機
関
が
過
度
に
担
保
・
保
証
に
依

存
せ
ず
事
業
性
評
価
や
生
産
性
向
上

に
向
け
た
経
営
支
援
を
十
分
取
り
組

む
よ
う
、
金
融
仲
介
機
能
の
適
切
な

発
揮
を
促
す
と
さ
れ
、
金
融
機
関
の

見
え
る
化
を
推
進
す
る
｣旨
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
、金
融
機
関

の
情
報
開
示
の
中
で
も
、
や
は
り

「
保
証
」は
注
目
さ
れ
る
項
目
の
一
つ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
日
は
、
金
融
庁
監
督
局

監
督
調
査
室
長
の
石
川
靖
様
、
中
小

企
業
庁
金
融
課
長
の
貴
田
仁
郎
様
、

経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
研
究
会
の
座
長
で
弁
護
士
の
小
林

信
明
様
と
経
営
者
保
証
を
テ
ー
マ

に
、
議
論
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
私
は
、
司

会
を
務
め
ま
す
公
認
会
計
士
の
河
原

万
千
子
で
す
。
経
済
産
業
省
で
中
小

企
業
政
策
審
議
会
委
員
の
ほ
か
、
い

く
つ
か
の
委
員
を
務
め
、
中
小
企
業

支
援
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り

ま
す
。
本
日
ご
参
加
の
皆
様
と
は
、

日
ご
ろ
審
議
会
等
で
ご
一
緒
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

皆
様
か
ら
簡
単
に
自
己
紹
介
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
　
長
島
・
大
野
・
常
松
法
律
事

務
所
の
弁
護
士
の
小
林
で
ご
ざ
い
ま

す
。
事
業
再
生
、
倒
産
を
主
な
業
務

分
野
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先

ほ
ど
河
原
先
生
か
ら
も
お
話
が
ご
ざ

い
ま
し
た
が
、
経
営
者
保
証
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
に
も
関
わ
っ
て
お

り
、
策
定
の
際
の
研
究
会
の
座
長
を

務
め
て
お
り
ま
す
。
河
原
先
生
と

は
、
経
済
産
業
省
の
中
小
企
業
政
策

審
議
会
の
中
の
金
融
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
本
日
は
皆
様
方
と
の

多
様
な
議
論
を
通
じ
て
、
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

石
川
　
金
融
庁
の
監
督
局
監
督
調
査

室
長
の
石
川
と
申
し
ま
す
。
我
が
室

で
は
、
ま
さ
に
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ

る
経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活

用
に
向
け
た
実
態
把
握
や
促
進
を
中

心
に
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
日

は
、
金
融
機
関
、
と
い
っ
て
も
メ
ガ

バ
ン
ク
か
ら
地
方
銀
行
、
信
用
金
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長島・大野・常松法律事務所 弁護士
経営者保証に関するガイドライン研究会座長　

小林 信明

金融庁 監督局総務課 監督調査室長
石川 　靖

中小企業庁 金融課長
貴田 仁郎

経済産業省 中小企業政策審議会委員
協和監査法人 公認会計士

河原 万千子

庫
、
信
用
組
合
と
か
な
り
幅
広
い
業

態
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
違
い
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
そ
の

取
組
み
等
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

貴
田
　
中
小
企
業
庁
金
融
課
長
の
貴

田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
中
小
企
業
庁
の

金
融
課
で
は
、
我
が
国
の
中
小
企
業

の
金
融
円
滑
化
を
支
援
し
て
お
り
ま

す
。
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
経
営
者

保
証
の
問
題
は
、
多
く
の
中
小
企
業

の
経
営
者
の
方
々
に
と
っ
て
も
非
常

に
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
全
国
の
様
々
な
中
小
企
業
の

方
々
と
お
話
を
し
て
お
り
ま
す
と
、

割
と
高
齢
の
経
営
者
の
中
に
は
経
営

者
保
証
に
対
す
る
抵
抗
感
が
少
な
い

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
世
代

交
代
が
進
む
な
か
、
若
い
経
営
者
の

方
ほ
ど
経
営
者
保
証
を
敏
感
に
感
じ

て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。

本
日
は
そ
う
い
っ
た
中
小
企
業
の
側

か
ら
み
た
経
営
者
保
証
の
あ
り
方
に

つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
　
経
営
者
保
証
の
弊
害

河
原
　
さ
て
、
中
小
企
業
へ
の
融
資
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平
成
30
年
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
（
以
下
、「
入
管
法
」
と
い
い

ま
す
）
改
正
に
よ
り
、
在
留
資
格

「
特
定
技
能
」
が
創
設
さ
れ
、
外
国

人
労
働
者
の
受
入
れ
が
大
幅
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。
外
国
人
の
受
入
基
準

の
緩
和
と
法
違
反
者
へ
の
制
裁
強
化

等
が
一
体
的
に
進
行
し
て
お
り
、
外

国
人
雇
用
等
に
関
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
　
改
正
入
管
法
の
概
要

１
　
在
留
資
格
「
特
定
技
能
１

号
」
お
よ
び
「
特
定
技
能
２

号
」
の
創
設

後
記
２
⑵
の
14
分
野
（
特
定
産
業

分
野
）
に
お
い
て
、「
特
定
技
能
１

号
」
お
よ
び
「
特
定
技
能
２
号
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
見
解
は
、

「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
」
と
評
価

さ
れ
る
技
能
水
準
の
範
囲
を
広
げ
た

も
の
と
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の

分
野
に
お
い
て
も
、「
主
た
る
業
務
」

と
あ
わ
せ
て
行
う
限
り
、
当
該
業
務

に
従
事
す
る
日
本
人
が
通
常
従
事
す

る
こ
と
と
な
る
関
連
業
務
に
付
随
的

に
従
事
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い

と
さ
れ
ま
す
（
各
分
野
の
運
用
要

領
）。
そ
の
結
果
、
付
随
的
で
あ
れ

ば
、
事
実
上
の
非
熟
練
労
働
に
も
従

事
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

同
一
の
業
務
区
分
内
ま
た
は
試
験

等
に
よ
り
そ
の
技
能
水
準
の
共
通
性

が
確
認
さ
れ
て
い
る
業
務
区
分
間

（
後
記
２
⑶
参
照
）
に
お
い
て
転
職

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
雇
用
形
態
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
か
つ
原
則
と
し
て
直
接

雇
用
で
す
が
（
特
定
技
能
の
在
留
資

格
に
係
る
制
度
の
運
用
に
関
す
る
基

本
方
針
）、
農
業
分
野
お
よ
び
漁
業

分
野
に
限
っ
て
、
一
定
の
要
件
の
も

と
派
遣
形
態
が
認
め
ら
れ
ま
す
（
農

業
運
用
方
針
、
漁
業
運
用
方
針
）。

⑴
　
在
留
資
格
「
特
定
技
能
１
号
」

在
留
資
格
「
特
定
技
能
１
号
」

は
、
特
定
産
業
分
野
に
属
す
る
相
当

程
度
の
知
識
ま
た
は
経
験
を
必
要
と

す
る
技
能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す

る
外
国
人
向
け
の
在
留
資
格
で
す
。

通
算
で
上
限
５
年
ま
で
の
在
留
が
認

め
ら
れ
ま
す
（
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
第
７
条
第
１
項
第
２
号
の

基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
、「
上
陸

許
可
基
準
省
令
」
と
い
い
ま
す
））。

求
め
ら
れ
る
技
能
水
準
お
よ
び
日
本

語
能
力
水
準
は
、
後
記
３
⑶
の
と
お

り
、
試
験
等
で
確
認
さ
れ
ま
す
が
、

技
能
実
習
２
号
を
修
了
し
た
外
国
人

は
、
当
該
試
験
等
を
免
除
さ
れ
ま
す

（
上
陸
許
可
基
準
省
令
）。
家
族
の
帯

同
は
基
本
的
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

（
入
管
法
別
表
第
１
の
４
の
表
の

「
家
族
滞
在
」
の
項
の
下
欄
括
弧

書
）。
受
入
れ
機
関
ま
た
は
登
録
支

援
機
関
（
入
管
法
19
条
の
23
第
１

項
）
に
よ
る
支
援
の
対
象
と
な
り
ま

す
（
同
法
２
条
の
５
第
３
項
２
号
、

５
項
、
６
項
）。

⑵
　
在
留
資
格
「
特
定
技
能
２
号
」

在
留
資
格
「
特
定
技
能
２
号
」

は
、
特
定
産
業
分
野
（
当
面
は
、
建

設
分
野
お
よ
び
造
船
・
舶
用
工
業
分

野
の
み
）
に
属
す
る
熟
練
し
た
技
能

を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外
国
人

向
け
の
在
留
資
格
で
す
。
要
件
を
満

た
す
限
り
は
、
在
留
期
間
の
更
新
回

数
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
求
め
ら

れ
る
技
能
水
準
は
試
験
等
で
確
認
さ

れ
ま
す
が
、
日
本
語
能
力
水
準
は
試

験
等
で
の
確
認
は
さ
れ
ま
せ
ん
（
上

陸
許
可
基
準
省
令
）。
家
族
の
帯
同

（
配
偶
者
、
子
）
は
、
要
件
を
満
た

せ
ば
認
め
ら
れ
ま
す
（
入
管
法
別
表

第
１
の
４
の
表
の
「
家
族
滞
在
」
の

項
の
下
欄
括
弧
書
）。
受
入
れ
機
関

ま
た
は
登
録
支
援
機
関
に
よ
る
支
援

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

1 改正入管法の概要と外国人雇用等に関する
取引先へのアドバイスのポイント
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